
２０２３年１２月・２０２４年「読む会」の本   2023.9.26 岩田 

 

（Ⅰ）資本主義の本質と隘路 

１２月 当初予定は忘年会（食事会）でしたが、コロナ感染が収束しないために変更 

⇒ フレイザー『資本主義は私たちをなぜ幸せにしないのか』（ちくま新書、2023年） 

１月  牧野百恵『ジェンダー格差－実証経済学は何を語るか』（中公新書、2023年） 

    

（Ⅱ）「目的への抵抗」＝「自由」と「目的なき？読書」 

２月 國分功一郎『目的への抵抗－シリーズ哲学講話』（新潮新書、2023年） 

３月 山内志朗『中世哲学入門－存在の海をめぐる思想史』（ちくま新書、2023年） 

 

（Ⅲ）人間の言語とＡＩの言語 

４月 今井むつみ・秋田喜美『言語の本質－ことばはどう生まれ進化したか』（中公新書、2023 年） 

５月 岡野原大輔『大規模言語モデルは新たな知能か－ChatGTPが変えた世界』 

（岩波科学ライブラリー、2023年） 

 

（Ⅳ）環エーゲ海地域の古代と現代 

６月 橋場弦『古代ギリシアの民主政』（岩波新書、2023年） 

７月 内藤正典『トルコ－建国 100年の自画像』（岩波新書、2023年） 

  

（Ⅴ）自由と革命 

８月 関口正司『J・S・ミル－自由を探究した思想家』（中公新書、2023年） 

９月 浜忠雄『ハイチ革命－奴隷たちがきりひらいた近代』（岩波新書、2023年） 

 

（Ⅵ）開発と抑圧 

１０月 丸山浩明『アマゾン 500年－植民と開発をめぐる相剋』（岩波新書、2023年） 

１１月 今濱裕美子『物語 チベットの歴史－天空の仏教国の 1400年』（中公新書、2023年） 

 

１２月 忘年会？  


